
市長は、分庁舎方式で｢毎年２億円のムダ｣が生じているこ

とを理由に、当初67億円の豪華な本庁舎建設を持ち出してき

ました。しかし日本共産党市議団のきびしい追及で、46億800

0万円に減額して、本庁舎が建設されました。

平成25年度の予算審議の中で、｢本庁統合による効果額は4,

500万円で、予算には反映していないが、職員の人件費や燃料

費の減とあわせると、１億円が削減され、平成26年度にはもう少し目標に向かってい

くというふうに考えている｣と答弁しています。

残りの１億円の｢ムダ｣が見えてこない状況です。いずれにせ

よ、｢２億円のムダがある｣と強調し、本庁舎建設の必要性に目

を向けさせるための試算であり、実現性にとぼしい状況です。

４月より、粉河支所は元のままで、貴志川・桃山・那賀の各

支所は場所を変えて業務をしています。支所は残っていますが、

市民サービスは後退し、本庁舎に出かける市民も少なくありま

せん。

支所の職員も減り、９月15・16日の台風18号では、各支所は大混乱の状況でした。

徹夜の作業、情報の収集、危険箇所の状況確認や応急対策、本庁への連絡・応援要請

等々。

一方、被害にあわれた市民から旧町時代や２年前の災害対策が生かされなかったの

は、｢身近な支所が緊急事態に対応できないものになったからだ｣と、不満の声が出て

います。

災害時、市民の安全、生命を守るため、大きな力を発揮する職員の配置や増員を｢ム

ダな経費｣と判断したことや、狭くなった支所で混雑し、個人のプライバシーにも配慮

できない状況に、不満の意見も多く出ています。

身近な支所で、｢すべての手続きや相談できる支所があってほ

しい｣と、望むのは当然のことではないでしょうか。

みなさん、支所機能をさらに充実させ、不便に感じさせない

まちづくりを求めて運動していきましょう。

吉田 隆三郎 市議

うんざりするほど下ると、ようやく底につき、分岐の標識を見てほっとした。外輪

山を20分ほど登り返し、大倉乗越を越えると道は緩やかにな

り、しばらく行くとまた分岐があり、前には高原が広がり、

黒沢池のほとりに着いた。分岐左手は黒沢池ヒュッテで、道

は右手にとって天狗の庭へ進む。やがて木道は終わり、なだ

らかな茶臼山を一時間余りで越えると高谷池に着いた。池の

周りの湿地がオレンジ色に見えるのは、モウセンゴケの群落

だそうだ。今夜は高谷池湖畔の高谷池ヒュッテに泊まる。

翌朝ヒュッテを後に高原風景を眺めながら、なだらかな下り坂の木道を行くと、前

方に雪渓を抱いた火打山の優美な姿が眺められ、天狗の庭の湿原に入った。池塘には

逆さ火打が映り、草原には薄紫のハクサンコザクラの絨毯が広がっている。足元を見

ると、イワイチョウ、キンコウカ、コバイケイソウなどが咲いている。ちらほらとミ

ヤマリンドウやクルマユリも。

やがてなだらかな登りになり、木の階段をひと登りで、火打山の山頂に着いた。森

林限界を超えた山頂は、遮るもののない大展望だ。少しかすんでいるのが残念だが、

日本海や北アルプス、隣の焼山、反対側に妙高の鋭鋒と、登高の苦労が吹っ飛ぶ爽快

さだった。

下りは往路を黒沢池まで引き返し、ヒュッテ前で昼食をとり、

水平道を三峰分岐まで歩き、大倉池までの急下降を過ぎて分岐を

左にとり、樹林の中をどんどん下ると冷水が噴き出る黄金清水に

着いた。顔を洗い、のどを潤し、まではよかったがどこからかス

ズメバチがやってきて私の背中にとまった時は生きた気がしなかっ

た。

そんなこんなで疲れ切ったころ、ようやく河原の湯に続く吊り橋が見えた。やった、

無事帰ってきた、と万歳したい気分だった。

温泉街にもどり、みんなで食べたかき氷は最高においしかっ

た。燕温泉で疲れをとり、十五日朝、越後の国を後にした。

火打山の下り、天狗の庭付近で出会った地元のおじさんが、

「妙高は、今も活動している熱い山なので、山頂まで樹林なん

だよ。火打は、大昔にできた火山ではない冷たい山だから植生

がこんなに違うんだよ」と教えてくれたのが、印

象に残っている。隣り合わせの山なのに、まった

く違うたたずまいに大いに感心した山旅だった。

西大井 松岡 登
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北北北北極極極極星星星星日本共産党市議団(３人)は、豪華庁舎建設問題が浮上した時、淡路市の庁舎建設と支所を視察
しました。淡路市は、10数億円で庁舎を建設し、シンプルでかつ使いやすい庁舎であること、支
所機能が充実し、市民から喜ばれていることを、行政担当者などから聞きとりました。
日本共産党紀の川市議団は｢紀の川民報｣を発行し、視察の結果をお知らせし、豪華庁舎をやめ、

支所機能を充実させることを提案しました。


